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薬草茶に含有される抗菌性・抗酸化性成分の検索
Research Project

Project/Area Number

12780089

Research Category

Grant-in-Aid for Encouragement of Young Scientists (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

⾷⽣活

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

寺沢 なお⼦   ⾦沢⼤学, 教育学部, 助教授 (00227513)

Project Period (FY)

2000 – 2001

Project Status

Completed (Fiscal Year 2001)

Budget Amount *help

¥2,200,000 (Direct Cost: ¥2,200,000)
Fiscal Year 2001: ¥1,200,000 (Direct Cost: ¥1,200,000) 
Fiscal Year 2000: ¥1,000,000 (Direct Cost: ¥1,000,000)

Keywords

antioxidative activity / tea / polyphenol / antibacterial activity / medical plant

Research Abstract

昨年度は各種市販薬草茶および薬草の抗菌活性について調べたが,本年は近年その抗酸化性が注⽬されている茶類の中でも未だ研究報告の少ない富⼭⿊茶に着⽬し,その抗酸化性の強さおよ
び抗酸化性成分について明らかにすることを⽬的として研究を⾏った。 
抗酸化能の評価⽅法としてDPPH(1, 1-ジフェニル-2-ピクリルヒドラジル)ラジカル消去法を⽤い,⿊茶の⽔抽出における抽出温度,抽出時間について検討した結果,室温1時間放置の場合に
最もラジカル消去活性が⾼く,また各種有機溶媒による抽出では,メタノールの場合に最もラジカル消去活性が⾼かった。この⿊茶のメタノール抽出液を減圧濃縮した後,溶媒分画により5成
分に分画して各画分のラジカル消去活性を測定した結果,強酸性画分の活性が最も⾼く,他の画分にはほとんど活性がみられなかった。次に⿊茶強酸性画分をシリカゲルカラムクロマトグラ
フィーにより9画分に分画し,そのうち最も活性が⾼かった画分7についてさらにHPLCで分離した。得られた9ピークのうち,標品として⽤いたフェノール類と保持時間が⼀致したのは6ピー
クであり,ピーク⾯積と標品濃度から含有量を求めた結果,画分7には没⾷⼦酸,ゲンチシン酸が多く含まれていることが明らかになった。また画分7中に検出されたポリフェノールのラジカ
ル消去活性を測定した結果,レゾルシノール,没⾷⼦酸の活性が⾼く,⿊茶の抗酸化性はその含有量およびラジカル消去活性から,主に没⾷⼦酸に由来すると推察された。
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